質問内容：Sweet’s diseaseについて教えてください。
問題番号：D-52
52
36歳の女性。顔面の紅斑と発熱とを主訴に来院した。５日前から顔面と四肢とに圧痛のある浸潤性紅斑と38℃台の発熱とを生じた。皮膚生検の病理組織像では真皮に好中球の強い浸潤を認める。顔面の写真を別に示す。

診断はどれか。

a 丹毒

b Sweet病

c 皮膚筋炎

d 貨幣状湿疹

e 円板状エリテマトーデス
疾患名：Sweet病
診療科：皮膚科
【解答】b
【原因】
　造血系悪性腫瘍（とくに骨髄異形成症候群）や、内臓腫瘍、各種自己免疫性疾患などの基礎疾患にうえに、レンサ球菌などに対する過敏反応が生じ、好中球が異常活性化されて発症すると考えられているが、詳細は不明です。
【症状】
Sweet病は発熱、末梢血好中球増多、好中球浸潤性紅斑が３主徴です。
上気道感染が先行することがあります。浮腫性で扁平に隆起する有痛性紅斑が、顔面・四肢に多発します。
【検査】

著しい白血球増多（とくに好中球増多）を認め、炎症所見を反映して赤沈亢進・CRP高値を呈します。ASOが高値になることもあります。
【治療】

安静と非ステロイド性抗炎症薬、ヨードカリ、コルヒチンの内服。ステロイド内服は劇的に症状を回復させるが、基礎疾患を隠蔽することがあるため重症例に対してのみ投与する。
第一選択薬、第二選択薬についての記載は見つけられませんでした。
【予後】

治療を行わなければ新しい皮疹が週単位で次々と出現し、融合して大きな局面を形成します。数回再発を繰り返すこともあるが、一過性の例が多いです。
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